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・ 他区の⽣活⽀援体制整備事業の情報共有 

・ 各⽣活⽀援コーディネーターの活動報告、情報交換 
・ その他 

 

③ 第 2 層⽣活⽀援コーディネーターのサポート 
○ 第 2 層⽣活⽀援コーディネーターからの個別相談対応 
○ 事業の進め⽅について（移動販売の検討、協議体内容の相談など） 

 

④ 他機関との連携 
○ 中区、栄区との３区合同⽣活⽀援体制整備連絡会(計３回) 
・ 移動⽀援等の課題検討 
・ タクシー会社との情報交換 
・ 3 区合同⽣活⽀援コーディネーター連絡会 
・ 研修、各区の情報共有 他 
 区役所などとの協働による「いそご地域づくり塾」の開催 

・ 区役所、NPO 法⼈ 夢・コミュニティ・ネットワーク、区社協の三者主催で実施しました。  
参加⼈数︓17 名 
開催日 開催場所 内 容 

令和４年 
10 ⽉７日（⾦） 磯子区福祉保健活動拠点 

「地域の元気と仲間づくり」 
オリエンテーション 
地域での活動について  ほか 

令和４年 
10 ⽉ 21 日（⾦） 磯子区役所 

「地域で活動する楽しさを知る」 
実践者から学ぶ 
自分の暮らす「まち」の魅⼒再発⾒ 

令和４年 
11 ⽉４日（⾦） 磯子区役所 

「仲間と活動するためのヒント」 
話し合いのすすめ⽅について  
つながることの⼤切さ 

令和４年 
11 ⽉ 25 日（⾦） 磯子区福祉保健活動拠点 

「活動の楽しさを知ろう」 
ミニイベントの企画・体験 

令和４年 
12 ⽉９日（⾦） 磯子区福祉保健活動拠点 

「やりたいことをイメージしよう」 
ふりかえり、気づきの⼤切さ 
それぞれのやりたいことや活動内容を考える 

 

⑤ 企業との連携 
 コンビニエンスストアと連携した移動販売の取組み 

 ⽣命保険会社と連携した⾒守りの仕組み作り 
 ゆるやかな⾒守り「いそまる」の推進   

 【「いそまる」ロゴマーク】 
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令和４年度 年末たすけあい募金配分結果内訳 
 

 

 １ 地区社会福祉協議会 （計９地区 351,000 円） 

※前年度地区別年末たすけあい募金額の５％ 

 名  称 配分金額(円) 

1 根岸地区社会福祉協議会 33,000 

2 滝頭地区社会福祉協議会 49,000 

3 岡村地区社会福祉協議会 29,000 

4 磯子地区社会福祉協議会 33,000 

5 汐見台地区社会福祉協議会 10,000 

6 屏風ヶ浦地区社会福祉協議会 56,000 

7 杉田地区社会福祉協議会 75,000 

8 上笹下地区社会福祉協議会 27,000 

9 洋光台地区社会福祉協議会 39,000 

                  合 計 351,000 
 

別表３ 
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(３) 磯子区地域福祉保健計画「スイッチ ON 磯子」の推進 
(共同募⾦配分⾦)230 千円［240 千円］ 

令和３年度より開始した第４期計画（令和７年度まで）の推進に取り組みます。また、計画が地域の活
動や区社協業務に反映できているかを定期的に区社協内で振り返り、検証を⾏います。 

① 各地区推進委員会への参画 
② 区役所、地域ケアプラザ、区社協職員のスキルアップを目的とした研修会の実施 
③ イベントや広報紙、講演会等を通じた計画の PR 

 

(４) 生活支援体制整備事業の推進 
(市社協受託⾦)200 千円［200 千円］ 

生活支援コーディネーターを中心に、「高齢者⼀⼈ひとりができることを大切にしながら暮らし続けるために、多
様な主体が連携・協⼒する地域づくり」を目指します。区役所や地域ケアプラザ、⺠間企業やＮＰＯ法⼈、ボラ
ンティア等とも連携しながら、各地区の実情にあった生活支援の体制づくりを進めます。 

① 地域包括ケアシステムの構築・推進 
誰もが住み慣れた地域で自分らしく最後まで生活することができるよう、 

地域ケアプラザ、区役所、企業、福祉保健団体等と連携し、 

地域包括ケアシステムの構築・推進を⾏います。 

ｱ.  企業と連携したゆるやかな⾒守り「いそまる」の推進           

② 1 層協議体等の開催 
区域や近隣区とのネットワークづくりや事業の推進を目的に、区役所と共催で１層（区域）や 0.5 層（近

隣区域）の協議体を開催します。 

③ 生活支援コーディネーター連絡会、研修会の開催  
情報交換や連絡伝達等を目的に連絡会を開催します。また、生活支援コーディネーターのスキルと資質向上

のために研修会を実施します。 

④ その他 

生活支援体制整備事業の推進を目的とした各種事業等を実施します。 

ｱ. 区役所等との協働による「いそご地域づくり塾」の開催 

 

(５) 地域ケアプラザとの連携を強化した地域福祉活動の支援 
(市社協補助⾦)82 千円［82 千円］ 

地域福祉推進のためには、地域ケアプラザとのより⼀層の連携が重要です。地域包括支援センター３職種、
地域活動交流コーディネーター、生活支援コーディネーターと連携しながら地域支援に取り組みます。 
① 地域活動交流コーディネーター連絡会等の開催（年 12 回）・研修会の実施（年１回） 
② 生活支援コーディネーター連絡会の開催（年 12 回）・研修会の実施（年１回）＜再掲＞ 
③ 区所⻑会、地域包括支援センター連絡会、地域ケア会議等への参画    

【「いそまる」ロゴマーク】 
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